
　弾道ミサイルの飛来やテロ行為のような危機事案、さらには令和元年10月に発生した台風第19号による豪雨

水害などから住民の生命、身体、財産を守るためには、行政をはじめとして県民、地域、企業等が共に力を合わせ、

いざという時に備えることが重要です。

　このフォーラムが国民保護や防災といった「危機管理」における国や地方自治体、住民の役割について、広く

県民の方々や関係機関にとって理解を深める機会になればと思います。

　多数の方のご参加をお待ちしております。

国民保護のしくみと万が一の

事態への備えについて

最近の大規模災害に学ぶ
～台風第15号や第19号から見えた課題～
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令和2年1月11日（土）

13:30～16:00（13:00開場）
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石川県地場産業振興センター
〈本館〉大ホール

金沢市鞍月2丁目1番地 （地図は裏面にあります）
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防衛大学校卒業後、国連ミッションゴラン高原派遣、

国連ミッションネパール派遣、陸上幕僚監部（市ヶ谷）、

第19普通科連隊長（福岡）、北部方面後方支援隊副

隊長等を経て、現在、総務省消防庁国民保護運用

室長を務めている。

新潟地震（1964年）でのボランティア活動を契機に、

同年、防災・危機管理のシンクタンク「防災システム

研究所」を設立。以来50年以上にわたり、世界中で

発生する災害の現地調査を実施。多くの企業や自治体

の防災アドバイザーを歴任し、BCPマニュアルや防災

マニュアルの策定など、災害に強い企業、社会、街づくり

に携わる。実践的防災・危機管理の第一人者。

山村 武彦氏

や ま む ら た け ひ こ

石川県

危機管理フォーラム

裏面の申込書にてお申し込みください。 申し込み締切り／令和2年1月8日（水）

主催：石川県、（一財）消防防災科学センター

入場無料

略 歴 略 歴 

「災害に強いまちづくりは 互近助の力 ～隣人と仲良く

する勇気～」（ぎょうせい）／「南三陸町 屋上の円陣 -

防災対策庁舎からの無言の教訓」（ぎょうせい）／「新・

人は皆『自分だけは死なない』と思っている - 防災

心理」（宝島社） など多数

著 書

令和元年度

講 演
国 民 保 護

講 演
防 災

事前に申し込みが必要です。



氏　　名 T  E  L 会場（該当する方に○）お住まいの市町（一般の方）又は所属機関名

※ご記入いただいた個人情報については、本フォーラムの運営にのみ使用します。

地場産　/　奥能登

地場産　/　奥能登

地場産　/　奥能登

参加 申 込書

令和2年1月11日（土）
13:30～16:00（13:00開場）

〈 日 時 〉

申し込み

方法

参加をご希望の方は、以下の申込書に必要事項を記入の上、令和2年1月8日（水）まで
にFAX等でお送り下さい。メールでお申し込みをされる方は、「危機管理フォーラム参加希望」

と明記の上、以下までお送り下さい。

申し込み・

問い合わせ先

石川県危機対策課　〒920-8580　金沢市鞍月1丁目1番地

T E L　（076）225-1488　　FAX　（076）225-1484

メール  e170700@pref.ishikawa.lg.jp

金沢駅 金沢港口（西口）より約１０分

金沢駅 金沢港口（西口）、大桑住宅、香林坊、上荒屋西 発

「工業試験場行」または「消費生活支援センター行」乗車「工業試験場」下車

北鉄バス

金沢駅 金沢港口（西口）より約10分タクシー

会場へのアクセス

奥能登総合事務所でも、

講演の中継をご覧いただけます

〈 場 所 〉能登空港ターミナルビル4階
奥能登総合事務所　41会議室

〈 アクセス 〉
・輪島市内より車で約２５分

・珠洲市内より車で約５５分

・能越自動車道のと里山空港インターチェンジより

  車で約５分

会場／石川県地場産業振興センター 〈本館〉大ホール

金沢市鞍月2丁目1番地
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